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般 講 演 日産婦誌41巻臨時増刊

91　　 　　 妊婦な らび に胎児 に お け る血液 レ オ

ロ ジ ー
因 子 の 解 析

92　　 　　 胎盤 よ り精製 し た 新 しい 凝固 抑 制物

質 Calphobindin− IH
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［目的 ］母 ・児双方 の 血液 レ オ ロ ジー
因子を分析 する

こ と に よ り ， 胎児 の 血流動態 の ホ メ オ ス タ シ ス を説明

する こ とを目的 と した。［方法 ］23例 の 正常妊婦 を対

象として ，分娩時に母体及び臍帯よ り ヘ パ リン 採血 し，

Ht ，TP ，　 Alb ，A／G ， 全 血粘度 ， 赤血球 の 変形

能 に っ き計測 した 。 全血粘度と血漿粘度は回転式血液

粘度 計を用 い て 測定 し，ず り速度 75sec
’1 の 値 を

採用 した 。 赤血球 の 変形能は菊池 の 方法に よ り赤血球

一
血漿 ・浮遊液 （Ht ＝工O％） 0．S　me が IOcmH20 の

陰圧で Nuclepore 　 filter　 membrane （孔径 5 μ m ）

を通過す る時間を測定し，赤血球の 寄与分を求めて そ

の 指標と した 。 ［成績 ］母 ・児 の 各計測値の Mean ⊥

SD は Ht が 35．3 土 5．7 ％ ，46．2 ⊥ 6．2 ％ と胎児

で 有意 に 高値 を示 したが ，全 血粘 度 は 4，37土 1．20

cp ，4．20 ± 0．98　cp と 差 が な か っ た 。 血漿 粘度は

ユ。83 ± 0．33cp ，ユ、30士 0．28　 cp と胎児 で 有意 に

低 く， こ れ は TP が 6．　84 上 0．829 ／
ae，5．50 土 0．99

3／d6，Alb が 3．62± 0．399 ／齠 ，3，57 ⊥ 0、679 ／祕 ，

AIG が 1．ユ9± 0．32，1．88± 0．21 で あ る こ と に よtP，

血漿 の 低 蛋 白傾 向，特 に グ ロ ブ リ ン の 低値 に よ っ

て 説 明 さ れ た 。 ま た ，赤血球 の 変形 能 は 1，54 士

e．　61sec ，1．05 」： O，17　sec と 胎 児 で 有意 に 低 値 を

示 した （P ＜ O，001 ）。

〔結論 ］子 宮 内 で 胎児 は慢性 的 な 低 酸素状態 に 曝

され て お り ，
Ht を 高値に 保 ち な が ら 同時に 充 分

な血 流量 を維持 す るた め に は ， 全 血粘 度 が 出来 る

だ け 低 い こ と が 望 ま し い 。 ま た ，胎児 は 感染 か ら

は 強力に 守 られ グ ロ ブ リ ン 値 は低 く ， 血 漿粘度 の

低 下 に 寄 与 して お り，赤血球 の 変形能が 極め て 良

好 で あ る こ と と併せ
，

こ の 事実が 胎児 の 血流 動 態

の ホ メ オ ス タ シ ス の 維持 に 重 要 で あ る こ と が 強 く

示 唆 され た 。

〔目的 〕 当教 室 が 報 告 して き た ， 胎 盤 よ り精製 さ

れ た 2 つ の 凝固抑制物質 Calphobindin − 1 及 び Cal−

phobindin
一

鉦 （CPB − 1 及 び CPB − 1）は い ずれ も

CaZ ＋ 一リ ン 脂質 結 合蛋 白 で あ る 。 そ の 作 用機序 は
，

凝固系 カ ス ケ ー ド の カ ル シ ウ ム ． リ ン 脂 質 の 関

与 す る 部 分 に お い て ， 各凝 固因子 と競 合す る こ

と に よ り 凝 固 抑制 活 制 を示 す もの と考え られ た。

今回 は ，新 し く発 見 され た CPB − M に つ い て 報

告す る 。 　 〔方法〕 1〕リボ ソ
ーム 吸着 実験 ： 胎 盤

か ら抽 出 した り ン 脂 質 を 用 い リ ポ ソ
ー

ム を作 製 し

た 。 こ れ に 胎盤 ホ モ ジ ネ
ー

ト の EDTA 分 画 を吸 着

さ せ ，洗 浄後 EDTA に て キ レ ー
ト し，蛋白成 分 を

得 た。 2）カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

： こ の 蛋 白群

を Q −Sepharoseに 添加 し，溶 出 パ タ
ー

ン 及 び，

凝 固 抑 制活 性 を 調 べ た 。 　 3）分 子 量 及 び 等 電 点 ：

SDS −PAGE に て 分 子量 を，二 次元 電 気泳 動 法 に て

等電点 を 検討 し た 。 4）CPB − M の 分離 ：胎盤 ホ モ ジ

ネ ー トか ら EDTA 分画を 得，　 Q −Sepharose，　 Phe −

nyl −Superose （FPLC 　 syste 皿 ），　 Sephadex− G75

の 各種 chromatography を用 い て 分離 した。 〔成績〕

1）吸着実 験 後 の Q −Sepharoseに お い て ，約 0．1M

NaCl に て 溶出 され る 新 し い 蛋白を見 い 出 し，
　 CPB ・一

皿と し た。 2〕　CPB −　M は Ca2＋ 一
リン 脂質結合 タ ン パ ク

で あ り，PT，　aPTT 延長能を有す る。　 3｝分 子量 は 32

KDa ，等電点 は 5．8 で あ り，　 CPB −1 お よ び CPB ・H

とは異な る もの で あ っ た 。 （4洛 種 chromatOgraphy に

よ り，胎盤 1個 か ら CPB 一捶 を lng精製 し た 。 〔結論ユ

1）CPB − 1
， CPB 一且の 類縁物質を 分離，精製 し，CPB一

型 と した 。 2）CPB ・皿 は Ca2
＋ 一リ ン 脂質結 合蛋 白で あ

り，血 液凝 固 系 に 対 す る 作 用点 は， CPB ・1 ，CPB −

llと同様 と 推察さ れ た 。
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